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K O M O R I

お客様訪問

ApressiaM B O

大
黒
印
刷
株
式
会
社

高
速
紙
折
り
機 

Ｍ
Ｂ
Ｏ 

Ｋ
８
０ 

と 

Ｍ
Ｂ
Ｏ 

Ｔ
８
０
０
・
１ 

導
入
で

〝
加
工
あ
り
き
〞の
受
注
拡
大
を
推
進
。

氏横 田  充 男
代表取締役社長

　
京
都
で
唯
一
、
B
2
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
を
保
有
す
る
大
黒
印
刷
株

式
会
社
は
、
工
程
を
自
動
化
し
大
幅
な
省
力
化
を
図
る
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
、
ポ
ス
ト
プ
レ
ス

へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
8
年
に
大
型
断
裁
シ
ス

テ
ム
の
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
を
世
界
初
導
入
。
そ
の
後
、
も
う

1
台
を
増
設
。
さ
ら
に
2
0
1
9
年
1
月
に
は
、M
B
O 

K
8
0（
高
速

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
紙
折
機
）と
M
B
O 

T
8
0
0
・
1（
高
速
バ
ッ

ク
ル
専
用
紙
折
機
）を
導
入
し
た
。
折
り
機
導
入
の
背
景
や
効
果
に

つ
い
て
、
横
田
充
男
社
長
、
北
川
雄
樹
執
行
役
員 

工
場
長 

兼 

生
産

本
部
長
、
製
造
部
の
清
原
勝
部
長
に
お
聞
き
し
た
。

リ
ー
化
を
進
め
る
、
中
長
期
的
な
計
画
の
一
環

で
、
大
ロ
ッ
ト
に
対
応
で
き
る
折
り
機
を
選

択
す
る
こ
と
で
、
現
場
に
省
力
化
を
も
た
ら

す
戦
略
に
基
づ
い
て
い
る
。
横
田
社
長
は 「
当

初
よ
り
、
大
ロ
ッ
ト
で
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
機
種

を
考
え
て
お
り
、
M
B
O
決
定
に
は
ド
イ
ツ
本

国
の
現
場
を
見
学
す
る
な
ど
の
経
緯
が
あ
り
、

大
ロ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
小
ロ
ッ
ト
も
可
能
な

M
B
O
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
」 

と
話
す
。

M
B
O
の
導
入
か
ら
約
1
年
に
わ
た
っ
て
稼

働
さ
せ
て
き
た
印
象
に
つ
い
て
、
北
川
工
場
長

は
、「
当
社
の
印
刷
機
は
輪
転
で
、
大
ロ
ッ
ト

の
案
件
が
ほ
と
ん
ど
。
量
産
す
る
こ
と
を
ベ
ー

ス
に
考
え
る
と
、
折
り
機
の
サ
イ
ズ
も
大
き
く

な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。
1
丁
で
折
る
の
と
2
丁

で
折
る
の
で
は
、
単
純
に
生
産
量
が
2
倍
違
う
。

実
際
に
M
B
O
は
、
B
1
サ
イ
ズ
に
対
応
し
て

お
り
、
し
か
も
高
速
域
で
の
安
定
性
が
他
機
種

に
比
べ
て
圧
倒
的
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
折
り
加
工
の
種
類
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
当
社
で
は
大
多
数
を
こ
な

せ
る
よ
う
に
２
台
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
社
は
ペ
ー
ジ
折
り
を
す
る
よ
り
も
、
2
回
、

3
回
、
4
回
な
ど
の
パ
ラ
レ
ル
折
り
が
多
い
た

め
、
カ
タ
ロ
グ
値
で
は
な
く
、
特
に
実
質
の
回

転
数
が
も
の
を
い
い
ま
す
。
折
り
の
工
程
は
、

速
度
を
上
げ
る
ほ
ど
紙
が
左
右
に
振
ら
れ
る
現

象
が
起
こ
り
や
す
い
も
の
で
す
が
、
M
B
O
は

そ
の
現
象
を
抑
制
で
き
て
お
り
、
毎
分
2
3
0

メ
ー
ト
ル
の
最
高
速
度
で
回
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
」 

と
、
精
度
を
伴
う
回
転
数
の
高
さ
を

評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
キ
ズ
・
コ
ス
レ
が
発
生

す
る
こ
と
も
な
く
、
バ
キ
ュ
ー
ム
で
紙
を
吸
い

付
け
て
搬
送
す
る
構
造
に
よ
っ
て
、
紙
を
選
ば

ず
、
安
定
性
が
高
い
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
は
今

ま
で
〝
ゼ
ロ
〞
と
い
う
。

で
は
、「
現
場
に
省
力
化
を
も
た
ら
す
戦
略
」

と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
M
B
O
導
入
後
、
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1

5
に
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
を
追
加
し
、
断
裁
〜
折
り

工
程
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
省
力
化
を
実
現
し
て

い
ま
す
。ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
で
断
裁
し

た
も
の
が
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
パ
レ
ッ
ト
に

積
ま
れ
、そ
の
ま
ま
M
B
O 

K
8
0
の
パ
レ
ッ
ト

フ
ィ
ー
ダ
ー
に
ス
ラ
イ
ド
、
折
り
の
工
程
に
入
れ

ま
す
」 と
北
川
工
場
長
。
パ
レ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー

に
刷
本
を
載
せ
る
際
や
断
裁
で
も
、
加
工
部
門

は
ど
う
し
て
も
人
手
が
か
か
り
、
担
当
者
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
現
場
は
多
い
が
、大

黒
印
刷
で
は
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
負
担
軽
減
と
時
間
短
縮
を
同
時
に
実
現
し

た
。
さ
ら
に
、
人
員
補
強
を
せ
ず
に
生
産
性
を

高
め
る
方
策
と
し
て
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
プ
リ
プ
レ
ス（
刷
版
）の
担
当
者
が
、

持
ち
回
り
で
ポ
ス
ト
プ
レ
ス
を
担
当
で
き
る
よ

う
、
高
性
能
な
機
械
で
技
術
面
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
、現
場
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
の
だ
。

2
台
の
M
B
O
の
導
入
に
よ
り
、
輪
転
機
の

稼
働
率
を
高
め
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
を
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
た
大
黒
印
刷
。
今
回
の
投
資
に
つ
い
て
、
北

川
工
場
長
は 「
思
い
切
っ
た
初
期
投
資
も
、
量

産
力
と
耐
久
力
、
安
定
性
の
観
点
か
ら
見
て
、

導
入
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」 

と
語
る
。

ま
た
、
M
B
O
を
実
際
に
操
作
す
る
清
原
部

長
は 「
折
り
の
工
程
も
奥
深
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
が
あ
り
、
楽
し
い
で
す
。
後
加
工
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
を
印
刷
に
も
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」 

と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
く
働
け
て
い
る
と
い
う
。

横
田
社
長
は 「
印
刷
か
ら
製
本
ま
で
を
一
つ

の
敷
地
内
、
か
つ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ

う
に
し
た
い
」 

と
い
う
展
望
を
持
っ
て
い
る
。

「
折
り
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
練

習
機
と
し
て
安
価
な
機
械
を
入
れ
る
と
い
う

選
択
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
も
工
場
長
も
、

そ
れ
で
は
そ
の
機
械
が
無
駄
に
な
る
し
、
最

初
か
ら
性
能
の
高
い
機
械
を
入
れ
て
、
自
社

の
工
程
に（
ビ
ジ
ネ
ス
に
）バ
シ
ッ
と
組
み
込
み

な
が
ら
、
技
術
を
習
得
す
る
選
択
を
取
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
成
功
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
印
刷
か
ら
製
本
ま
で
一
貫
生
産
が
当
た

り
前
。
当
社
も
、
性
能
の
高
い
後
加
工
機
の
導

入
を
検
討
し
続
け
て
、
い
ず
れ
は
製
本
ま
で
一

貫
生
産
で
き
る
体
制
を
整
え
る
計
画
で
す
」

両
面
8
色
刷
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
2
台
で
、

大
ロ
ッ
ト
の
折
り
込
み
広
告
や
カ
タ
ロ
グ
冊
子

を
メ
イ
ン
と
す
る
大
黒
印
刷
㈱
。
生
産
量
は
、

月
に
平
均
3
千
万
通
し
強
、
最
大
で
4
千
万
通

し
に
も
上
る
。
そ
の
う
ち
の
1
割
程
度
が
シ
ー

ト
出
し
で
、
断
裁
作
業
の
省
力
化
と
全
体
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
2
0
1
8
年
に
ア
プ
リ
シ

ア
C
T
X
1
1
5（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ

大
型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）を
導
入
し
た
。

（
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
導
入
に
つ
い
て

は
O
N 

P
R
E
S
S 

2
0
6
号
に
掲
載
）

「
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
は
、
そ
の

後
、
も
う
1
台
増
設
し
、
現
在
は
2
台
が
稼
働

し
て
お
り
、
か
な
り
の
効
果
を
実
感
し
て
い

ま
す
」と
語
る
横
田
社
長
は
、
今
回
の
M
B
O 

K
8
0（
高
速
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
紙
折
機
）と 

T
8
0
0
・
1（
高
速
バ
ッ
ク
ル
専
用
紙
折
機
）

の
導
入
に
つ
い
て
、「
輪
転
機
の
稼
働
率
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
の
戦
略
」 

と
説
明
す
る
。

「
折
り
工
程
を
内
製
化
す
る
こ
と
で
、
利
益

を
上
げ
よ
う
と
い
う
狙
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
折

り
機
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
印
刷
後
に
折
り
工

程
が
あ
る
印
刷
物
の
受
注
を
伸
ば
し
て
、
輪
転

機
の
稼
働
率
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
印
刷
後
に
横
持
ち
な
し
で
断
裁
、
折

り
な
ど
の
加
工
に
移
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
発

注
側
に
と
っ
て
、
費
用
削
減
と
納
期
の
短
縮
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
当
社
に
と
っ
て

は
、
印
刷
の
み
を
請
け
負
う
よ
り
も
、
折
り
の

工
程
ま
で
含
め
て
請
け
負
う
方
が
、
納
期
ま
で

の
期
間
を
長
く
確
保
で
き
、
印
刷
工
程
に
も
時

間
的
な（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
）余
裕
が
生
ま
れ
ま

す
。
実
際
に
、
そ
の
分
、
多
く
の
仕
事
を
受
注

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
」

折
り
機
の
導
入
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

折
り
工
程
を
内
製
化
す
る
と

印
刷
工
程
に
余
裕
が
生
ま
れ
る

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
か
ら

M
B
O
の
流
れ
を
省
力
化
・
省
人
化

印
刷
か
ら
製
本
ま
で
を
一
つ
の

敷
地
内
か
つ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

KYOTO

本社 / 京都府綴喜郡宇治田原町緑苑坂52-5
http://www.dk-p.jp/
TEL / 0774-88-6655

「MBOがKOMORIグループに入ったことによる
 工程間連携の強化など、今後を期待しています」

執行役員 工場長兼生産本部長
北川 雄樹 氏
「折り加工は通常、人手がか
かるものだが、MBOでは、
最低限の人員で内製化する
ことができました」

製造部 部長
清原 勝 氏
「折りの工程は最終仕上げにな
るので神経を使うが、KOMO
RIのサポートもあり、現在は一
人でできるようになりました」

MBO K80（左）、MBO T800.1（中央）、アプリシアCTX115  2台とアンローダー（右）。
「輪転からのシート出しをして、アプリシアCTX115に運び、断裁。そのままアンローダーでパレットに積み、パレットごとMBO K80に挿入。ラウンドフィーダー搭載のMBO 
T800.1は、枚葉の製品が厚い紙の場合や、輪転機で折り出したものを再加工する場合などに使用。この２台構成で、95％の折り作業を処理できています」（北川工場長）


